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一 

 



 

一 

現
在
、
日
本
の
産
金
コ
ス
ト
は
グ
ラ
ム
約
七
百
円
が
常
識
で
あ
る
の
に
、
そ
の
コ
ス
ト
を
大
幅
に
下
回
る
グ

ラ
ム
四
百
五
円
で
強
制
的
に
買
い
上
げ
る
こ
と
は
、
憲
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
「
正
当
な
補
償
」（
特
に
有
償

を
明
確
に
し
た
点
が
、
明
治
憲
法
第
二
十
七
条
と
の
相
違
点
で
あ
る
）
で
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

政
府
が
、
金
管
理
法
第
三
条
に
よ
つ
て
産
金
業
者
か
ら
強
制
的
に
買
い
上
げ
る
金
価
格
等
に
つ
い
て
質
問
し
た

い
。 

二 

政
府
の
買
上
げ
は
産
金
量
の
う
ち
わ
ず
か
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
で
、
残
り
の
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
グ

ラ
ム
六
百
六
十
円
で
よ
ろ
し
い
と
い
う
も
の
と
の
か
ね
合
い
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き
る
（
昭
和
四
十
三

年
三
月
十
四
日
、
予
算
委
員
会
第
二
分
科
会
に
お
け
る
水
田
大
蔵
大
臣
答
弁
）
と
の
見
解
は
あ
た
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
買
上
げ
量
は
理
論
的
に
は
政
令
で
百
パ
ー
セ
ン
ト
（
か
つ
て
は
三
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
ま
で
に
で
き 
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三 

 



 

四 

日
本
は
金
密
輸
の
天
国
と
い
わ
れ
、
現
に
大
が
か
り
な
金
密
輸
組
織
が
検
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
政
府

の
産
金
政
策
の
ま
ず
さ
に
よ
る
も
の
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、
さ
ら
に
政
府
は
、
今
後
産
金
政
策
を
ど
う
進

め
て
い
く
つ
も
り
か
。 

五 

本
年
度
輸
入
予
定
の
金
地
金
十
四
ト
ン
の
計
画
は
、
今
日
の
世
界
の
金
事
情
か
ら
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
が
ど
う
か
。
も
し
予
定
ど
お
り
輸
入
で
き
る
と
す
れ
ば
ど
こ
か
ら
、
価
格
は
い
く
ら
で
買
い
入
れ
る 

三 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
と
の
関
係
が
あ
る
の
で
と
い
わ
れ
る
と
思
う
が
、
現
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
金
鉱
山
補
助
法

案
が
議
会
に
提
案
さ
れ
、
年
間
五
千
万
ド
ル
の
産
金
補
助
金
を
考
え
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
産
金
量
か
ら
み 

 

て
グ
ラ
ム
四
百
五
円
の
補
助
金
と
な
る
。
ま
た
、
他
の
諸
国
に
お
い
て
も
現
在
種
々
の
名
目
で
補
助
を
し
て
い

る
。
従
つ
て
政
府
の
産
金
政
策
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
に
よ
つ
て
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

る
し
、
残
り
量
を
い
く
ら
に
売
却
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
憲
法
第
二
十
九
条
第
三
項
は
無
関
係
で
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。 

四 

 



 

 

五 

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


